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図6　味覚識別能（閾値）と塩分食習慣得点の関連
関（r≡0．305，p＝0．016）がみられた（図4）．
4）血圧との関連
　塩分摂取量と血圧には有意な相関はみられなか
った（図5），
4．味覚識別能・嗜好塩分濃度・塩分食習慣得点
相互の関連
1）嗜好塩分濃度と味覚識別能の関連
　嗜好塩分濃度が上昇するほど酸味を除く3味質
の閾値が上昇していたが有意ではなかった（表
2）．
2）嗜好塩分濃度と塩分食習慣得点の関連
　嗜好塩分濃度が高くなるほど得点が上がってい
たが，有意差はなかった（表2）．
3）味覚識別能と塩分食習慣得点の関連
　両者には有意な相関はみられなかった（図6）．
　　　　　　　　　考　　察
1．塩分摂取量の実態
　塩分摂取量の測定方法に関しては，蓄尿により
24時間尿中塩分排出量をみるもの4），スポット尿
からクレアチニン量を分析し，塩分排出量を推定
するものU）等があったが，我々はより簡易で対
象者の負担が少ないことから今回の測定方法を採
用した．なお，本測定器による値は，夜間尿から
前日の塩分摂取量を推定した推測値であるが，実
測値と近似しているため使用可能レベルであると
判断した．
　高血圧に関与する生活習慣として食塩過剰摂取
が知られ，減塩の重要性が指摘されている．そし
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て現在，健康日本21では塩分摂取量の目標値を
109／日と定めている．厚生労働省が発表してい
る日本人の食塩摂取量は，平成9年では成人1日
あたり平均摂取量12．9g，平成15年の調査では
11．2g，平成17年の調査では11．Ogでこの数年減
少しているが，目標値には達していない12｝．日本
生活協同組合連合会の報告では，2006年5月の調
査における一日の平均塩分摂取量が10．0297）と
目標値に近づいているが，本調査においては
11．0±2．19／日と目標値には達していなかった．
　また，厚生労働省が定める男女の一日の塩分摂
取量目標値は，男性1091日未満，女性8g／日未満
であるが，本調査では男女ともに塩分摂取量の目
標値を超えていた．男女平均の差をみると，女性
の方が約1．5g有意に低く，男性より女性の方が，
塩分摂取量が低い傾向にあることが分かった．
2．塩分摂取量の関連因子
1）塩分摂取量と味覚識別能の関連
　味覚とは，一般に口腔内に分布する味蕾で受容
される科学感覚を意味し，嗜好とは異なるもので
あり13’，味覚形成には，食習慣・年齢・微量元素
の欠乏・性差などが影響するといわれている14｝．
成人では女性が男性より4味質とも敏感に識別し
ているという報告15）があるが，その科学的根拠
について明らかにした報告はみられなかった．一
方，角田らの研究では，各味質において性差はみ
られていないという報告もあるt6）．今回の調査で
は，味覚識別能4味質すべてで，味覚の閾値は男
性より女性の方が低かったが，特に有意な差がみ
られたのは塩味と苦味であった．
　我々は，味覚識別能と塩分摂取量が相互に影響
を与えると考えた．しかし今回の調査では味覚識
別能と塩分摂取量に有意な関連を見出すことがで
きなかった．
2）塩分摂取量と味噌汁の嗜好塩分濃度の関連
　今日では，女性の社会進出と相まって，ファー
ストフード・レトルト食品などの多様化，食事の
欧風化に伴い，いわゆる従来の日本型食事形態が
崩れ，味噌汁が塩分の摂取源となる割合は低下し
つつある．しかし，それでもまだ家庭料理として
かなり作られており，その味付けはその家の味付
けを代表していると考えられるという報告があ
る17＞．そのため今回の調査において味噌汁で嗜好
調査を行なったが，嗜好と塩分摂取量が関連する
ような結果がみられなかった．地域保健活動にお
いては，昭和40年代から脳卒中対策としての減
塩指導に味噌汁を取り上げ，その塩分を下げるこ
とが食事全体の味付けを薄くし，ひいては全体の
塩分摂取量を減らすことになると考えられてき
た．その結果，味噌汁に対しての減塩意識が高め
られ，味噌汁はかなり薄味になってきている．今
回の調査でも約7割（69．4％）の者が0．6％以下で
あったため，味噌汁の塩分濃度がその人の全ての
塩分摂取量を規定してしまうものではなく，塩分
の摂取源となるような他の食品も野点か合わせて
調査を行なう必要性があると考えられる．
3）塩分摂取量：と塩分食習慣の関連
　塩分食習慣得点については，男性より女性の方
がかなり低かった．これは，昔に比べて夫婦間の
家事分担が行われるようになってきているもの
の，現在でも，男性に比べ女性が家事を担う事が
多く，食事などを含む生活習慣に対する意識が高
いためではないかと考えられる．
　塩分を多く含む，漬物，汁物，塩蔵品などはた
くさん食べる人ほど塩分量が多いということが報
告されている7’．このように食習慣と塩分摂取量
には関連があると考えられる．我々の調査におい
ても，塩分摂取量と：塩分食習慣との間に有意な関
連性があることが分かった．したがって，減塩指
導を行なうにあたって塩分摂取量を把握するため
に今回の塩分食習慣得点7項目をチェックするこ
とは有意義であると考えられる．
4）塩分摂取量と血圧の関連
　食塩摂取量と血圧の関係は以前より指摘されて
おり，食塩負荷により血圧が上昇する食塩感受性
高血圧と血圧の上昇をみない食塩非感受性高血圧
に分類される．食塩感受性は若年者に比し高齢者，
女性，黒人，肥満者，糖尿病，高血圧家族歴のあ
る者で元進しているとされている18）．
　世界32力国52集団の一万人当たりを対象とし
た疫学研究であるINTERSALT（INTERnational
study　on　SALT　and　blood　pressure）研究でも食
塩摂取量と血圧値の間に相関を認めている19）．
　今回の調査では，我々は塩分摂取量と血圧の関
連性について見出すことができなかった．この理
由として，今回の対象者は20代～60代と幅広か
ったことと，対象者は食塩感受性の者に限られて
おらず，非感受性の者も混在していたため，結果
が見出せなかったと考えられる．
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図7　塩分摂取量に関連する因子
3．嗜好塩分濃度・味覚識別能・塩分食習慣得点
の関連
　砂糖の使用頻度が高いほど味噌汁の塩分濃度は
高いと言われている．また，味付けに砂糖を使う
ということは，塩に限らず他の調味料の使用量を
引き上げる作用をもち，いわゆる濃厚な味付けに
繋がるという報告もある15）．今回の調査において，
味覚と嗜好に関しては，酸味以外は味噌汁の塩分
濃度が上がるほど味覚の閾値も上がっており，特
に塩味ではその傾向がみられた．味噌汁の嗜好塩
分濃度と塩分食習慣得点に関しては，有意な差は
みられなかったが，嗜好塩分濃度が上がるほど塩
分食習慣得点が上がっていた。しかし，味覚識別
能と塩分食習慣得点の関連に関しては，すべての
味覚において有意な差はみられず，関連性もみら
れなかった．以上の結果をまとめると図7のよう
に示される．
　したがって減塩を達成するには，先ず食習慣を
改善することが有効であり，それが改善すること
で塩分摂取量が減り，その結果長期的なスパンで
塩分嗜好と味覚識別能が変化することが推測され
る．
　しかし，今回の調査では図4に示すごとく塩分
食習慣と塩分摂取の関連性は認められたものの，
それ以外は明確な関連性は認められなかった．こ
れは，味噌汁嗜好塩分濃度がその個人の塩分摂取
量を完全に反映するものではないこと，味覚識別
能の規定要因として塩分摂取以外の条件が大きく
関係すること等が考えられ，今回のような限られ
た対象者に対する横断調査による限界ではないか
と考えられる．今後はこれら条件を検討し，塩分
嗜好，味覚識別能，食習慣の関連，及びそれらと
塩分摂取量の関連性を明確にすることによって減
塩指導の指標を導きたいと考えている．また今回
の結果から塩分摂取量と塩分食習慣得点には相関
が得られたので，減塩指導にこの塩分食習慣の7
項目を活用することは意義あるものと考える．さ
らに各調査結果において男女差がみられたので，
今後は性別での細かい分析もしていく必要があ
る．
結　　語
　今回，塩分食習慣得点が塩分摂取に関連してい
たことから，この調査項目を減塩指導に活用する
ことができることが示唆された．味覚識別能，塩
分嗜好，血圧と塩分摂取の明確な関連性は認めら
れなかったが，塩分嗜好と塩分食習慣得点，塩分
嗜好と味覚識別能に一定の傾向が示された．した
がって，減塩を達成するためには，先ず食習慣を
改善することが有効であり，それが改善すること
で塩分摂取量が減り，その結果長期的なスパンで
塩分嗜好と味覚識別能が変化することが推測され
た．今後は縦断調査により詳細に検討する必要が
ある．
　稿を終えるにあたり，研究対象者として参加いただ
いた被験者の皆様，また，本研究を進めるにあたり，
ご協力いただきました関係者の皆様方に心より感謝申
し上げます．
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